
眠催　蔓響る獄否眠除の・－tP
す眠　 くあ蒔はに趨沙ilfiき
る趨　　るる≡｝夢J日民至は難を口
まは　こ’め、前大斯備生に
で盛　 ざ婁り盛のくの灘眠の食　 少の’に關名時的趨　　　・
翻習｛’撰覇箋禁携拮僥芸　眠
携㎜騒／tr撃捕讐，！慰段　起
て食催の當盛就のに“ま極の扇籍纒詫裁撃嘆響躁贈　保

護

諜期曇隻饗募薯叢箋塑藻　取
竺k“奪幾響嘉叢讐P曵議募　扱
薩謹撃箏暴藷轟・黒害塑嘉　に
馨裳鰐実集讐讐攣婁讐　就
幽警喜紐朧ゑ芸黎塑鐘　て
頃な　 o総食す大れに起及「1
より　　て期べ難ば終獄び
b皮　　 ののき開なるの習
停膚　　、抵取養でらの四性
食に　　抗扱勤あぬで巴上
ま塑　　力がをりのあなよ　＿
で澤　　強眠蓄までるりb　局のを　　 く起積すあoま保聞帯　　 、保．すoる　す護
でぴ　　不護る　 、　b取あずa　　良にの　粟　砲扱橋
りる　　の最で　保　ほをま時　　 状も響　護　飼せ　　　 一・

，絶　遭る眼のよら　食　　 遇開前　 適　 りb
　整　著攣養薇蒙巻七
　＿　　 も有欲　麗　 Sn
　即　　 障す旺　 児　 き　b
　ち　書る盛のは眼　就　　 をの毒　健　眠起



　詮暑　託然綾垂義萢奪盛鰻霧

　でる　 を獄方　のる輿る食　の沙

　鞘叫　蟹は述　で鑑潤よで　ぱす



はあし脱　 燦も温度樗ぜ停　 は黄・・一・・

髀I皮　 を駿のはしし食　 蜜越
度帥るし　下育時眠く清後　 内と
脱ちま始　 し不に趨不良は　やな
皮霊でめ　 て齊て丹適の稽　 欝1）
し四のて　六diも期當塞ζ　座て
たを間よ　 十み薗中毒氣乾　 のは
轟鰹霧轟還食島轡震魯藻撃＝糠嚢
はなりる　 乃く放にる持て　をの
號らまま醗至tl任保限すよ熟計必きしすで　 七螢す護bるり　る婆風め゜の　　十。養るしはの脱　 のは
，光此間皮度不が熟密が皮眠がな
音線期で　 位良如眠閉良し　第い
響の聞あ　 にのき中せい始　 一め
、均鱗る期て舘はの漁のむ期ので
光一後、　保で、時のでる　要あ
線E餉實　 護あ経間があま　件bの静食際　 すれ過をよるで　 でま
不粛ま飼　 るぱのないMの　あす
均εで育　 は高渥る此風間　 り要
一一 �ﾌ上　最温るぺ期Ul・で　ます
等貴間よ　 もに〉，く間乾あ　する
にA“が皇　 適伸の長室燥り　’Oに
遭の普容　 當ふみかのごま　・　盛
へ時瓶へ　　で過にら開をす　　　食
ぱでにば　且乾てし放恐’　　i期騒め眠約　 安の有むやる此　　 に

がる申一　　全害害るb》期　　 充
しbe翻　 なも無の室の間　　舜く叉し位　 る被盆が外結は　　食
蓬荒ての　 温bでよの果氣　　桑動き保起　 度易あい運兎通　　 せ

す風護盤　 でいりの搬角を　　し
るもしを　 あのまでに密稽　　 め

か避來見　 bですあは閉9　　てらけりて　 まあ、る障し緩　　帯。　
どねtzよ　 する叉th害易慢　　 黄五
盈饗募夷　゜な薩餐蒙あ馨　勢八
゜り法部　　 催みtいでし　　獄
　まに笏゜　　眠れものあめ　　見’
　せての　　期ぱ甚でる室　　ご
　91i駐禦　壱婁蒼宏藁婆　嘗
　その脱　　 六早きb候微　　 し

　れで皮　　 七き低温甚朋　　鶴



　でる熟鵬　 電なく殆此る脱　れ湘
　あte眠中　 多るm線期に皮　 の度　る尚期温　 大の’矯の間餉し　品盛
　か詳は度　 なでめ不は食て　種こ
　らし低は　 るあに均温せよ　に四
　給ぐ温4s　時り獄一度ざり　も度　桑云に均　 期まは，をれ餉　適を
　をへ保七　 にす疲晋ヨば食　當高
　鰺ぱ護十罵てts勢響二渉ま四でめ　さ皐し度　 眠熟し及度らで　あて
　、・ぐ苔ゴの眠中眠てび低兎の起il七
　る眠る目中保中虚過下の間’ま十
　期bぺ的温護は弱激せでで　す二　間　tζ　く　に　度　　と　是　ざ　な　し　あ㌦あ　　　　o　度

　温る長てのし等なるむるる　　韓

　調と眠高標も係にのみM登　　當、
　勢撃芒纒幾窃家鶏蓬讐鵠票　募
　み眠め準灘なく盤に其間齊　　る
　にうては度る保ごは他はの　　、　よナZ’次　　時護S・蓮のfi麗　　漁
　）る脱の　 でしり動保然兇　　度
　ても皮如　 あ易易多護無に　　は
　螢の期く　 りきいく法きあ　　此　育e’」にで　 まもの蓮はぬり　　期
　経の温あ　 す・脱で動脱Eて　　問
　蓼購霧駕゜農雪吉錨差饒　覆
　萱婁宅　 饗媛詮茎あ轟　垂
　なさく　　　 ま命既くでり　　き
　らに高　　　 で病に嗣あて　　を
　し比む　　　 の獄蓄一る直　　要
　むしれ　　　間S積で゜ち　　す　る脱ぱ　　　 は昏せあ　 に　　る
＿の皮一　　　 是らるる　 若　　 の

五手期齊　　　　等ざ養、　 し　　 で

九段間に　　　　総る多》脱　 く　　 あ

　なを脱　　　　てもの皮　 は　　 る1
　の幾皮　　　　の螢消後　 脱　　 七
　で分し　　　 影養耗の　技　　十
　あ短絡　　　 …響上す餓　 期　　 ％

　る縮る　　　を不る兇　の　　内
　　るで　　　る濟ご高　ら　　は　　のあ　　　　み鷲多温　 ざ　　何



脆巽7ド充も
75

む翻る獄．。
るあ・獄歎’“s
はらはに　71
眠ぱ総は70，
中高てi酸69
保温の馨

讐

論繋震 ’職㌣温度高低群

　　聾鷺藩

掌馨

　馨

　．r3蓼

　74
　；1

　謡

　簿

　66
喉だく繭は　　一　

tt

|　　一上…め高質不　　 ’　　ta・　　P記
のに温は脱る％爆に鯨眠は魏眠の
要被に反皮“は度より巾比は中標
件るてて懲實最はbに高較八温準
で障も良等駿も四て高温的十度は
あ害過いは‘に婁十も温に高度の最
り甚乾の冒一依全％試S）て温以範も
ま大にで頭れでよ験ら保保下圏安
すなてあもばあり成ざ護護には全
Oるもる見二る九績Lるせがて六な
　も障oえ十も十にがる良保十る　の害　 み九然％よ得もく護六温　毒を　 く％れまり策のbす度度

湧毒霧選饗お姦蕪羅縫塞菱纒1
　飼め　 にのりでいれ過温でのし　冑て　て灘はあのこ邊保あ間易一
　を少　保度過るでもる護るでい六
　完い　 護中乾があ六tSが、あ、のO
、全の　 せにの六る十の良然るで　にで　 し保方十〇六傾いれがあ　しあ　 も護が％　度向のど縫b
　充る　のし良乃　倣がでも養ま
　分が　 にアaい至　下ああ三不す
　にb　比るの七　 はるる眠良O　養若　 しもで十『経かoま5　励し　繭のあ五　駿ら　でる



　食あ縛葉ざ膿も馨胸蝕飼爆蒔輌
　はる間をれ磁の養外も食度間禽
　翻かに給ば未で充を濃の翼と1塗
　鈷らし與疲だな實経厚蒔の塗適
　の飼てせ螢濃いせ過ご期齊苫當　飢食　餉　る　し　厚　tsる　せ　な　を　否　ふ　み

　ゑの食も易rk斯驚1るり定’のる
　ざ阜せのきなくは時、む螢は時
　るきる等もらの眠でi蓮る養從期爽
　程にもはのざ如中あ動にの來に　度從の其みるくもりしは如の行飼
　にひは後りも蓮前ま初獄何定は
　於桑麓の、食動牢すむ兇等説ね
　て葉の鍛然欲せ身o・るのにでば
　bの爾児れ頻ざの　時燈大あな，
　る柔が不ごりる振　 は色らるら食
　ぺ軟Yt「活もな鍛動　餉のるが臓
　くなれ濃餉るはを　 食獲關kあ
　晩る陀冠食も餉な　に化遜普ご
　かSりなのの食さ　 概ごが遮は
　ら、叉り早にのす　適運あの勿
　しi桑は易きて早脱　 の動る場論
　む量磨くに股か皮　時との含姿
　るの滅、過皮ら後　 期にでにる
　の少し叉る後ざも　にょnはが
　がみすZ起ものる長　 しら一之㍉
　良きり縮の獄が時　 てね概等其
　いをすご、兇良間　 四ぱ1三のの
　の可るな餉騒い艀　 眠な標標適
　でE結る食がの止　獄ら準準當　あす果盗當しでし　 のva　diにS，
　りo桑ざ時くあ決9　脱のし依る
　ま要葉多の鋼るし　皮でてる時
　すすのし給旬’て　後あ定も期
　゜る咀b桑蓮之運　七るむ大は　　に1囑肖量動に鋤　 十’るな起
　　眠不勢過甚反し　二即ある揃
＿　前完の多ししtz　三ちと過ふ
六　充全實なき聲り　度頭はちて一　分な験るも養し箔　 に部出はEL　　にるにもの不の　 て濃摩なか
　　食によのに良周　保褐諏いte
　　i桑i基れMての縁　 護偽のの叉
　　慧辱饒麗饗讐編‡募器器饒・
　　める皮せを股ひ　入りるる皮
　　ての後る早皮繊　 時n◎が後
　　飾で少桑め後る　間膿　温蔑、


